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私は教師生活の中で、優れた指導者、先輩に何人も出会ってきました。

尊敬する石川正三郎校長、圧倒的な力量をもっていた坂本茂信先生など

です。

これらの方々からさまざまに学び、大変幅広く仕事をしてきました。学

校外でもたくさんの貴重な出会いがありました。

その中で、１人の小学校教師がいかにして「クイズ面白ゼミナール」の

出題者になり、「進研ゼミ」の教材全体の設計をし、学習指導要領に反

映されるような主張をしてきたか。

そのようなことが、この『新・向山洋一実物資料集』の中に表れている

と思います。

どうか、先生方も私の実物資料から学び、子どもたちと学校全体の教育

の向上を願うような仕事をしていっていただきたいと思います。

サンプル版
※本ファイルはサンプル版です、実際刊行されるものと内容・仕様等が異なる場合があり 
　ますことを予めご了承ください。
※図版等の解像度は、インターネットを通した画面表示に最適化した低解像度のものです。
　実際の印刷物は高解像度の図版を使用して印刷いたします。
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向山ノート
あかねこ計算スキル企画メモ

１. あかねこ計算スキル教材開発の軌跡

6

解　　説

向山氏は「教材開発」のプロでもある。

NHKの国民的大人気番組であった「クイズ面白ゼミナール」（1981 年〜 1988 年）

の教科書問題の出題委員として、他の委員が脱落していく中、毎年再任され続けた

という。

進研ゼミの小学校教材の全体のシステムを設計し、教材を作ったプロジェクトチー

ムの責任者でもあった。

学校用教材では『あかねこ漢字スキル』『あかねこ計算スキル』をはじめ、数多く

の教材を開発してきた。そのほとんどが採択数日本一になった。

その向山氏が「教材開発の初歩の初歩」としてセミナー等で指導する内容がある。

例えば、次のものである。

一位数＋一位数の教材をつくります。

まず、一位数＋一位数の計算は全部でいくつありますか。

簡単そうに見えるこの問題だが、最初から正解をする教師はそれほど多くない。

この作業ができなければ問題はつくれない。これを「全体の確定」という。あらゆ

る教材開発において「全体の確定」は始めの第一歩であり、その概念がなければ先

へ進めないのである。

その上で「分類」「順序」「デザイン」等へと進むのが基本である。

しかし、そのうえに「ユースウェア」も設計できなければ、質の高い教材にはな

らない。

この巻の資料に出てくる「５分間満点テスト　池雪小ＴＴ方式」は、その後の『あ

かねこ計算スキル』を設計していく最初のアイデアメモである。

個別最適の学びを実現した教材設計の思想を学べる絶好の資料である。

子どもたちが力を伸ばす優れた教材には
優れた設計思想がある

谷　和樹
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8 9１. あかねこ計算スキル教材開発の軌跡

（１）出発点　向山の「ドリルへの書き込み」　1995.5.24

※コピーの教材については出典不明
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11１. あかねこ計算スキル教材開発の軌跡10

木村重夫

向山氏が算数 TT 授業を開始して、最初に課

題が生じた。

市販の計算ドリルの扱いにくさだ。早く終え

る子もいれば、なかなか終わらない子もいる。

子どもの個人差に対応していないのである。

向山氏は市販のドリルに書き込みをした。

A コース　  2 問　50× ２＝ 100

B コース　  5 問　20× ５＝ 100

C コース　10 問　10×10 ＝ 100

　

個人差に対応させて、終わりをそろえたい。

ならば問題数を変化させるしかない。

「コース」にして自分で選ばせる。

この発想の柔軟さ。『あかねこ計算スキル』の２問コース、５問コース、10 問コー

スの源流である。

「答え合わせ⑩から→①へ」とある。最初から向山氏はユースウェアを意識してい

た。答え合わせが逆順なら集中が最後まで途切れない。

「効果　100 点の激増　30 人が 100 点」とある。確かな手ごたえを感じたようだ。

しかし、コース制の場合、問題が「等質」では学習効果は薄い。

2 問コースが 10 問コースにギリギリ匹敵する内容でなくてはならない。問題のロ

ジックや配列を作り直す必要がある。

新しい方法をつくること。教材の開発

ここからホームラン教材『あかねこ計算スキル』の開発が始まる。

解説コラム １

あかねこ計算スキル誕生を予感させる
「ドリルへの書き込み」

（２）向山ノート「赤ねこ計算スキル」 　1996.3.2

※コピーの教材については出典不明
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